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時
代
と
と
も
に
飛
躍
を
遂
げ

て
き
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
「
楽が

く

都と

仙
台
」
の
一
翼
を
担
う
仙
台

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
誕
生

し
た
の
は
、
今
か
ら
50
年
前
の
昭
和
48

年
。「
地
元
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
」
と

い
う
強
い
思
い
か
ら
結
成
さ
れ
た
市
民

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
宮
城
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
」
が
始
ま
り
で
、
そ
の

５
年
後
に
プ
ロ
化
し
ま
し
た
。

　
楽
団
名
を
現
在
の
名
称
に
改
め
た
平

成
元
年
に
は
、
初
の
東
京
公
演
を
実
施
。

そ
の
後
も
海
外
公
演
を
行
う
な
ど
、
活

動
の
幅
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
地
元
仙

台
で
は
、
こ
れ
ま
で
３
６
０
回
を
超
え

る
定
期
演
奏
会
を
開
催
。
定
期
演
奏
会

以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
出

演
し
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

仙
台
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
ホ
ス

ト
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
出
場
者
の
伴
奏
役
）

を
務
め
る
な
ど
、
市
の
音
楽
文
化
の
中

心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23

年
の
東
日
本
大
震
災
の
後
に
は
、
音
楽

の
力
で
心
の
復
興
を
後
押
し
し
よ
う
と
、

被
災
者
の
も
と
に
赴
い
て
演
奏
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
市
内
外
で
の
演
奏
会
や
学

校
訪
問
な
ど
、
年
間
１
０
０
回
を
超
え

る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
仙
台
フ
ィ
ル
。

今
後
も
仙
台
を
拠
点
と
す
る
プ
ロ
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
も
と

に
音
楽
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

仙
台
フ
ィ
ル
５
０
年
の
歩
み

　平成24年に仙台フィルのコンサートマスターに
就任しました。震災後やコロナ禍

か

において芸術は不
要不急と言われ、楽団員も悩み、迷いながら音楽と
向き合っていました。ただ、人々の生活を豊かにす
るため、心を解放するために音楽は重要であり、苦
しい状況をチャンスと捉えて取り組んできました。
　仙台フィルの特徴は「人間味」のあるところ。奏
者の素直さや自由さが演奏にも表れています。クラ
シックの演奏会は敷居が高いと感じる方もいるかも
しれませんが、生演奏でしか味わえない感動がきっ
とあります。ぜひ会場に足を運んでみてください！

この特集に関するお問い合わせは、文化振興課☎214･6137、FAX213･3225

仙台市政だより　令和５年（2023年） ７月号

　クラシック音楽の普及とファン層の拡大を目指し、
毎年秋に開催される「仙台クラシックフェスティバ
ル」（通称「せんくら」）。地下鉄沿線の複数のホー
ルを会場に、聞きなじみのある曲を集めた公演や子
どもも入場できる公演などが行われます。
　仙台フィルも毎年せんくらに出演。ソロや室内楽
でのプログラムもあり、いつものステージとは違う
雰囲気を楽しむことができます。今年のせんくらは
９月29日㈮から10月１日㈰に開催。公演をはしご
しながら、「推し」の奏者を探してみてはいかかで
しょう。

みんなが幸せになれる
コンサートを

仙台フィルハーモニー管弦楽団
コンサートマスター※

西本幸弘さん（バイオリン）

※オーケストラの奏者を取りまとめる役職

仙台フィル×山響（山形交響楽団）
合同演奏会

第56回定期演奏会（昭和63年）台湾・台南市訪問熊本応援コンサート

市民の皆さまに寄り添い
音楽活動を続けてきました

昭
和
48
年

（
１
９
７
３
年
）
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

し
て「
宮
城
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
」
が

誕
生

昭
和
49
年

（
１
９
７
４
年
）
初
の
定
期
演
奏
会
開
催
、

本
格
的
に
活
動
を
開
始

昭
和
53
年

（
１
９
７
８
年
）
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
プ
ロ

化

平
成
元
年

（
１
９
８
９
年
）
仙
台
市
の
政
令
指
定
都

市
移
行
を
機
に
、「
仙
台

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
」
に
改
称

平
成
12
年

（
２
０
０
０
年
）
初
の
海
外
公
演
（
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア

で
５
公
演
）

平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）
東
日
本
大
震
災
発
生
。

復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

活
動
を
開
始

平
成
25
年

（
２
０
１
３
年
）
被
災
地
の
代
表
と
し
て

ロ
シ
ア
で
公
演

平
成
26
年

（
２
０
１
４
年
）
交
流
促
進
協
定
締
結
都

市
・
台
南
市
を
訪
問

平
成
29
年

（
２
０
１
７
年
）
熊
本
応
援
コ
ン
サ
ー
ト

を
実
施

令
和
５
年

（
２
０
２
３
年
）
創
立
50
周
年

♫

♩

♩

♫
♩

♩

仙台フィルハーモニー管弦楽団仙台フィルハーモニー管弦楽団
創立50周年創立50周年

　東日本大震災の後、仙台フィルと市民有志が「音
楽の力による復興センター・東北」を設立。発災か
ら約２週間後の３月26日から、避難所や学校、集
会所などで「復興コンサート」を行い、多くの被災
された方を時に勇気づけ、時に癒やしてきました。
　平成25年３月には、被災地の代表としてロシア
で公演を行い、世界から寄せられた温かい支援への
感謝と、音楽の力に励まされながら復興に向かう姿
を伝えました。また、平成28
年に熊本地震が発生した際には、
被災地の仮設住宅などを巡り、

「仙台フィル熊本応援コンサー
ト」を実施。楽団員10人が演
奏を届けました。

　仙台ジュニアオーケストラは、小学５年生から高
校２年生までの児童・生徒で構成されています。仙
台フィルのメンバーが講師を
務め、演奏技術だけでなく、
オーケストラとしての音楽の
つくり方も指導しています。

仙台フィル50周年記念特別演奏会

―杜の都の音楽文化を未来へ―杜の都の音楽文化を未来へ
音楽の力で被災地の
「心の復興」を支援

クラシックをより身近に―仙台
クラシックフェスティバル出演

音楽文化を次世代へつなぐ―
仙台ジュニアオーケストラ指導

◀
市
内
集
会
所
で
行
っ
た

復
興
コ
ン
サ
ー
ト
（
平
成

24
年
）

◆日時　７月22日㈯　15:00開演
◆会場　東京エレクトロンホール宮城
◆料金　全席指定（Ｓ席5,000円、Ａ席4,000円、
　　　　Ｂ席3,000円ほか）
・指揮　パスカル・ベロ
・曲目　ドビュッシー「牧神の午後への前奏曲」、
　　　　ラベル「『ダフニスとクロエ』第２組曲」ラベル「『ダフニスとクロエ』第２組曲」
　　　　ほか　　　　ほか
・未就学児は入場不可・未就学児は入場不可
・公共交通機関をご利用ください・公共交通機関をご利用ください
・売り切れの場合もありますので、最新の情報は・売り切れの場合もありますので、最新の情報は
　ホームページhttps://www.sendaiphil.jp/をご　ホームページhttps://www.sendaiphil.jp/をご
　確認いただくか、お問い合わせください　確認いただくか、お問い合わせください

問 仙台フィルサービス仙台フィルサービス☎☎225･3934　225･3934　
　 （平日10時～18時）　 （平日10時～18時）


